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20個のHOとHO l個で 1つの篭型 【tHIO)ヱIH+ ]を形成しいている｡
(.イオン結合クラスター)
(CSI)ni-, (.CsILCs+のようなものがあげられる｡直方体型で3辺の長さが同
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程度のものが安定｡正イオン ((CsHn.C㌻写)負イオン ((CsI)｡Ⅰ~等)に含ま
れる帽子数は必ず奇数であるので､直方体の辺の原子数は必ず奇数になる｡
((CSI)nOは生成されてもすぐに壊れる.)岩塩型捕道の鵬0､･CaOのクラスター
も直方体が安定となる｡
(共有結合クラスター)
(C)nは5回回転対称のサッカーボール型をしていると考えられる｡
(金属結合クラスター)
前に述べた他のクラスターと異なり､valece.electronがdelcalizeしている｡こ
の様な状態で､金圃結合によってクラスターを構成しているものである｡磯子か
らみるとクラスター内でポテンシャルが低 く外では高い｡従って､これは井戸型
ポテンシャルと同等な議論が出来る｡これがShellmodel(殻模型)であり､原子
核と同様な粒子数と安定性の関係が成立する｡以上の事から､原子核の反応に対
応する様なクラスターの反応が考えられる｡
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